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SPICEネットリストをTINA-TIにインポートする 
John Miller Analog eLab 
 

概要 

このアプリケーション・ノートでは、暗号化されていないSPICEネットリストをTINA-TIシミュレーション・ソフトウェア

にインポートして、ネットリストに基づいた新規マクロモデルを作成し、更にTINA-TI回路図内においてマクロモデルを(注)イ
ンスタンス化するためのシンボル配置の手順について説明します。インスタンス化の可否は、ネットリストの記述にTINA-TIソ
フトウェアとの互換性があるかどうかによって変わってきます。SPICEベースのネットリストには、TINA™と互換性のない形

式や実行文が含まれている場合もあります。SPICE ネットリストが暗号化されていて、TINAに直接インポートできない場合

は、TIのE2E/Simulation and Models Forum(www.ti.com/e2e-simulation)に連絡して、サポートを要請してください。 

最初のセクションでは、SPICE ネットリストをインポートしてTINA-TI マクロモデルを作成するための段階的な手順例を紹

介します。次に、TINAマクロモデルのインスタンスを回路図上に作成する方法を図解します。このレポートでは、レール・

トゥ・レール出力を備えた、低消費電力で高速なオペアンプ製品OPA830用のPSPICE ネットリストを例として使用します。 

 
注: ここで言うインスタンスとは、TINAで実行可能なコードを指します。尚、本記事ではSPICEのサブサーキット生成について

の詳細や成功事例は取り上げていません。これらのテーマの詳細については、参考文献(1)を参照してください。 
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1 手順 
TINA-TI マクロモデルを生成するために SPICE ネットリストをインポートするには、次の手順に従ってください。  

1. SPICE ネットリスト・ファイルのインポート 
対象となっているネットリストは、SPICE サブサーキット文を使用して構成されている必要があります。そしてネットリス

ト・ファイルには、*.cir という拡張子が付いていなければなりません。ネットリスト・ファイルに(*.sub等の)別の拡張子が付

いている場合は、そのファイルをTINA-TIへインポートしようとする前に、拡張子を*.cirに変更します。OPA830のPSpice 
ネットリストの場合は、以下のとおりです。 
 
.SUBCKT OPAx83x_Model + – Dis OUT V+ V– 

 

2. SPICE ネットリストが TINA でコンパイルされることの確認 
SPICEネットリストには、TINAと互換性のない実行文および/または形式を含んでいるものもあります。互換性が存在しな

い可能性をチェックするには、図1のようにTINAを開いて、Fileメニュー・タブから Import-> Pspice Netlist (*.CIR)の順に選

択していきます。 

 
図 1 PSpice Netlistを*.CIR ファイルとしてインポートするためのメニュー・タブ 
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オープン・ディレクトリ・ウィンドウを使用して、必要なファイルを探して選択します。図2のように、ネットリスト・エ

ディタ・ウィンドウが開きます。図2の黒い矢印が示すように、上段のメニュー・バーのチェックボックス・アイコンを選択し

ます。ネットリストの形式と実行文にTINAとの互換性がある場合は、ウィンドウの下側の枠に “Successfully completed(正常

に完了しました)”  というメッセージが表示されます。 

 
図 2 TINA-TIとPSpiceネットリストの互換性チェックに使用するネットリスト・エディタ・ウィンドウ 

 

3. TINA-TI マクロモデルの作成 
TINA-TIをオープンして、Toolsメニュー・タブから New Macro Wizard を選択します。図3のように、New Macro Wizard

を利用するための新しいウィンドウが表示されます。 

 
図 3 New Macro Wizard 開始ウィンドウ 

  SPICEネットリストをTINA-TIにインポートする 3 



JAJA228   www.tij.co.jp 

Nameフィールドに名前を入力します。Current circuit ボックスにチェックが入っていないことを確認してから、Content 
フィールドの右側の省略記号“･･･”ボタンをクリックすると、ディレクトリ・ウィンドウが開きます。SPICE ネットリスト・

ファイルの入っているフォルダを探して、その中のネットリスト・ファイルのアイコンをクリックします。この例では、New 
Macro Wizardウィンドウには図4に示すような内容が表示されます。 

 
図 4 内容を入力したNew Macro Wizardウィンドウ 

Auto-generated ボックスにチェックマークを付けたままにして、OKボタンをクリックします。すると図5のように、TINA-
TI MACROLIBフォルダへのデフォルトのパスを示したディレクトリ・ウィンドウが開きます。 

 
図 5 インスタンス化されたマクロモデルを保存するための初期ウィンドウ 

必要なディレクトリ・フォルダを探して選択し、Saveボタンをクリックします。このディレクトリが、インポートされた 
SPICE サブサーキットのネットリストに基づいてインスタンス化されるTINA-TI マクロモデルの保存先になります。 
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4. TINA-TI 回路図中に新規マクロモデルのインスタンスを配置 
新規マクロモデル・ファイル(*.TSM)を作成して保存すると、回路図内にマクロモデルのインスタンス化(配置)ができるよう

になります。最初にInsertメニュー・タブからMacroを選択し、マクロモデル・ファイルの入っているディレクトリをオープ

ン・ディレクトリ・ウィンドウから選択します。必要なマクロモデル・ファイル(この例ではOPAx83x.TSM)を選択してから、

Openボタンを選択します。ウィンドウが閉じると、自動生成された図形の輪郭がマウス・カーソルで示されます。カーソルを

回路図ウィンドウの希望の位置に合わせてクリックすると、図形が図6のように表示されます。 

 
図 6 回路図ウィンドウ内に配置された、新規作成マクロモデル 

追加の部品を挿入・接続して回路を完成させたら、希望するシミュレーションを実行します。図7と図8に、最終的な回路図

と、過渡解析からの出力波形を示すプローブのウィンドウをそれぞれ示します。 
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図 7 最終的な回路図(マクロモデル図形と追加部品) 

 
図 8 プローブのウィンドウ(過渡解析からの出力波形) 
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5. ネットリストの表示 
ネットリストが暗号化されていない場合は、マクロモデルのネットリストをTINAで表示することができます。ネットリスト

を表示するには、マクロモデルのシンボルを右クリックして、コンテキスト・メニューのEnter Macro を選択します。図9のよ

うに、TINAアプリケーション・ウィンドウ内にネットリスト・ビューアのウィンドウが開きます。ネットリスト・ビューアの

Fileメニューを開きDock Netlist Viewerにチェックを入れると、Viewerの左下にタグが現れます。その状態で回路図の名前に

該当するタブを選択すれば、Viewerを閉じなくとも裏側の回路図が表側になりそれまで通り表示できます。ネットリスト・

ビューアを閉じるには、FileメニューでClose Nestlist Viewerを選択します。間違って回路図を閉じないように、Viewerの左下

タグの前後関係を確認してください。 

 
図 9 ネットリスト・ビューア・ウィンドウ 
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ネットリストが暗号化されている場合は、TINAや他のテキスト・ビューア内でネットリストの内容を表示することはできま

せん。例えば、図10はTPS6300 マクロモデルのネットリストです。SPICEネットリストが暗号化されていてTINA-TIソフト

ウェアに直接インポートできない場合は、E2E/Simulation  and Models Forum(www.ti.com/e2e-simulation)に連絡して、サ

ポートを要請してください。 

 
図 10 暗号化されたネットリストをネットリスト・エディタで表示した場合 
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